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鴨緑江右岸の中国丹東の街並。川沿いに店舗や高層住宅が立ち並ぶ。

鴨緑江断橋の上に立つ筆者、背景は鴨緑江と鴨緑江大橋、対岸
は北朝鮮

鴨緑江断橋の先端から望む鴨緑江左岸の北朝鮮新義州の様子。夜になって
も灯りの数はまばら。前方に見えるのは、米軍機の爆撃を受け橋脚だけが
残った旧鴨緑江橋梁。

　今、国境の川をはさみ向き合う二つの街は、両国の経済状況と国際的な立場を反映してか、全く対照的

な姿を見せています。約 200 万人以上の人口を擁する中国側の丹東には、漢族・満族など多様な民族が暮

らしていて、中でも朝鮮族住民の数はとりわけ多く、市内にはハングルの看板を掲げた朝鮮・韓国料理店

などが多数軒を並べています。夜には、いかにも中国らしい派手なネオンやライトアップに彩られ、人々

が踊りや歌、食事を楽しむ賑やかな声が街中で聞かれます。鉄道や高速道路、住宅などのインフラ整備も

急ピッチで進んでいます。片や中国丹東側から望む対岸の北朝鮮新義州は、一説に約 30万人が暮らして

いるとは思えないほど閑散とした印象で、人々の生活の匂いをそこに見出すことは難しく、夜には建物の

灯りも数えるばかりというように極めて対照的な様子です。遠望しただけでは内情を窺い知ることはでき

ませんが、体制や国情を異にするとはいえ、国境の川を挟み眼前にある二つの街が、これほど違う様相で

あることに、愕然とした記憶が今も鮮烈な印象として脳裏に残っています。建設したインフラを生かすも

殺すも人であり、社会であることを実感するとともに、公共事業に携わる身として自らを省みる光景でし

た。

結び
　ご紹介した２つの建造物が造られた 20 世紀前

半は、人々の営みに戦争が大きく影を落とした激

動の時代です。当時暮らしていた中国や朝鮮半島

の人々、日本から職や新天地を求め移住した多く

の日本人が直面した艱難辛苦は、現代に生きる私

には想像すらし難いものであろうと思います。昨

夏以降、日中関係は難しい局面が続き、関係改善

に向け模索が続けられています。日朝関係に至っ

ては未だ国交がなく交流すらままならない現状で

す。まさに近くて遠い国々です。日本と中朝両国

との間に歴史認識をめぐるわだかまりが存在して

いるのは否定し難く、雪融けにはまだ長い時間と

多くの知恵と労力を要するであろうと思われます。

造られた背景には複雑な事情がありつつも、その

場所に存在し続け、歴史を見続け、黙々と自らの

役割を果たし続ける土木建造物と先人の苦労に改

めて思いを致しながら、平和な日々が続くことを

願うばかりです。
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岩見沢市
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岩見沢市街の浸水状況。 南町では取り残された住民がボートで救助された。

平成 24 年９月 11 日から 12 日にかけての豪雨で、 南利根別川などが氾濫。 一部道路と農地が冠水し、 床下浸

水は約 85 棟で、 昭和 56 年洪水から 31 年ぶりの市街地での被害となった。 南利根別川は、 利根別川の水位

が上昇したため、 流れ込めずに行き場を失ったのだ。 昭和 56 年洪水では石狩川に流れ込めない幌向川流域で

被害が生じたが、 当時を知る職員は少なくなっていた。 さらに、 市街地への人口集中も都市型災害を起こしや

すくしていた。

これを教訓に、 下水道計画の見直し （流出係数）、 雨水管整備と道路整備 （雨水幹線の優先整備）、 樋門 ・

樋管の点検 （内水排除時のトラブル防止）、 河川整備推進と維持管理を進め、 情報の一元管理や定期的な防

災訓練の必要性というソフト対策も課題にあげられた。 改めて、 石狩川治水の大きな目標の 「昭和 56 年洪水」

平成 23 年 11 月 28 日、石狩川流域圏会議が設立された。 豪雨災害対策の市町村職員ワークショップ。

　石狩川流域の市町村が、 流域の豊かな水環境や資源を活かした活性化に関する施策やさまざまな課題につい

て、 流域の視点を持ち協働で検討し、 関係機関への提案や取り組み等を行い、 流域の総合的な発展に資する

ことを目的として、 「石狩川流域圏会議」 が 11 月 28 日に 34 市町村の参加を得て設立された。

　平成 24 年度は、 豪雨災害対策事業とスタートアップミーティングに取り組まれた。 豪雨災害対策事業では、

豪雨災害対策ワーキンググループによる３回の検討が行われ、 11 月の第４回ワーキングで、 豪雨水害対策職員

研修カリキュラムが検討された。 スタートアップミーティングでは、 今後の 「石狩川流域圏会議」 について意見交

換が行われた。 なお会則により、 平成 25 年～ 26 年は事務局および議長が滝川市から恵庭市に引き継がれる。

滝川市

滝川市 石狩川流域圏会議の現状について

石狩川流域圏会議の現状について岩見沢市　
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